
金
滞
古
蹟
志
巻
十
ニ

州
志
故
嘘
考
に
云
ふ
。
長
享
の
頃
賊
帥
石
浦
主
水
、
加
貧
困
石
川
郡

石
浦
に
住
す
。
此
の
鐙
は
今
慈
光
院
の
地
濯
に
在
り
し
が
、
松
岡
失

郎
左
衛
門
が
震
に
、
主
水
採
ら
れ
殺
さ
る
L
時
、
石
浦
の
盤
も
飲
火

せ
ら
る
と
。
叉
混
見
滴
情
婦
に
も
‘
松
岡
次
郎
左
衛
門
が
甥
は
石
浦

主
水
と
い
う
て
慈
光
院
の
越
に
居
城
を
な
し
た
り
。
と
い
へ
り
。
本

多
家
元
家
士
竹
村
親
愛
回
〈
、
石
浦
の
奮
枇
地
の
北
方
に
霞
池
と

稀
し
、
今
担
も
れ

τ沼
の
如
く
成
り
た
る
池
あ
り
。
此
の
池
昔
は
大
・

い
な
る
池
に
て
、
此
の
池
の
高
怠
る
地
は
印
ち
石
浦
の
奮
枇
地
、
所
v

繍
慈
光
院
の
敷
地
友
り
。
今
も
少
し
く
石
垣
な
ど
磁
れ
り
。
石
浦
砦

は
奮
枇
地
の
地
に
て
、
右
霞
池
を
ぽ
要
容
と
た
し
、
愛
に
砦
を
築
き

居
た
り
し
事
知
ら
れ
た
り
。
古
老
の
停
訟
も
あ
り
し
か
ど
‘
今
は
停

聞
の
事
も
絶
え
た
り
。
と
い
へ
り
。

。
石
浦
-Z
水
俸
館

加
邦
銀
に
云
ふ
。
石
川
郡
悶
井
の
城
主
松
田
次
郎
左
衛
門
、
岡
部
米

泉
の
須
崎
兵
庫
と
和
陸
し
け
る
に
‘
次
郎
左
衛
門
彼
舘
へ
招
か
れ
け

り
。
松
岡
が
甥
石
浦
主
水
と
共
に
彼
舘
へ
ゆ
き
け
る
に
、
浦
安
数
刻

民
会
よ
び
、
主
総
悉
く
泥
酔
し
て
前
後
を
知
ら
占
1
0

石
浦
主
水
用
所

あ
り

τ、
露
地
の
間
選
へ
闘
で
た
り
け
る
に
、
薮
中
に
伏
兵
数
多
居

け
蹄
り
、
跡
を
見
れ
ば
、
須
崎
兵
庫
が
多
勢
二
手
に
成
り
て
、
強
旗

夫
を
掩
ふ
が
如
く
、
時
を
移
さ
や
押
寄
せ
た
り
。
三
右
衛
門
は
石
浦

が
方
へ
立
寄
り
、
し
か
ル
¥
の
よ
し
を
告
げ
知
ら
せ
、
担
主
人
松
闘

が
居
城
へ
立
飾
り
‘
留
守
居
の
者
へ
主
人
の
あ
り
さ
ま
を
諮
り
、
平

敵
押
寄
せ
来
る
問
、
何
れ
も
一
職
の
下
知
有
っ
て
、
後
誌
を
も
待
ち

給
ふ
ぺ
し
と
勇
激
す
と
い
へ
ど
も
、
随
分
の
者
共
は
多
分
米
白
熱
に

τ

討
と
ら
れ
‘
石
浦
も
は
や
落
城
と
見
b
て
、
煙
火
夫
を
掠
め
、
関
の

聾
は
耳
も
と
に
聞
え
ぬ
。
は
や
家
僕
共
も
逃
失
せ
て
取
範
り
居
る
も

の
僅
に
拾
人
許
、
・
泣
か
/
¥
一
方
を
も
防
ぐ
べ
き
ゃ
う
あ
ら
宇
。
松

闘
が
妻
子
も
詮
方
た
く
、
此
上
は
白
書
せ
ん
と
奥
へ
入
り
て
支
度
す

る
を
、
=
一
右
衛
門
一
先
づ
越
中
の
方
へ
立
退
か
せ
、
荒
木
に
隠
し
置

き
た
り
と
云
々
。
平
衣
按
や
る
に
、
石
浦
主
水
は
右
浦
氏
の
氏
族
な

ら
ん
か
。
隼
卑
分
除
大
系
聞
に
‘
林
六
郎
光
明
弟
大
桑
三
郎
利
光
・
二

男
石
浦
三
郎
光
網
・
共
の
子
石
浦
藤
次
賞
光
・
共
の
子
石
浦
六
郎
長
光

と
見
b
.
三
州
志
故
壇
考
に
、
石
浦
三
郎
光
網
・
共
の
子
藤
失
家
光

石
浦
庄
を
領
す
。
一
訟
に
は
‘
石
浦
五
郎
震
輔
・
岡
藤
次
成
宮
此
に

居
錯
す
と
。
高
滞
忠
願
の
金
海
事
蹟
必
鍛
に
は
、
・
石
浦
庄
内
に
官
接

家
の
一
一
族
石
浦
五
郎
鏡
輔
・
岡
藤
次
成
宮
と
云
ふ
人
の
居
舘
有
り
し

金
滞
古
蹟
志
巻
十
二

た
り
。
主
水
驚
き
‘
扱
は
敵
の
謀
に
務
さ
れ
た
り
と
、
姻
を
越
え
遣

を
等
ね
て
石
浦
の
砦
へ
逃
飾
り
け
り
。
次
郎
左
衛
門
主
従
は
泥
酔
し

τ油
断
し
け
る
に
よ
り
‘
途
に
兵
庫
が
震
に
討
た
れ
け
り
。
松
岡
が

馬
捕
怠
る
三
右
衛
門
、
只
一
人
漸
く
溢
出
で
、
問
弁
の
本
城
へ
蹄
り

来
り
、
主
従
悉
く
須
崎
に
謀
ら
れ
た
る
よ
し
を
告
げ
知
ら
せ
パ
防
肢

を
励
ま
す
と
い
へ
ど
も
、
残
り
居
る
者
識
に
武
拾
人
に
足
ら
宇
。
共

上
石
浦
の
砦
も
は
や
攻
務
さ
れ
し
と
見
ね
て
、
徐
煙
天
を
掠
め
た
り

云
々
と
。
叉
混
見
滴
潟
に
は
、
石
浦
主
水
は
徐
り
酒
に
も
酔
は
ぎ
り

け
る
が
、
露
地
へ
出
で
、
あ
な
た
此
方
の
流
れ
水
、
庭
の
景
色
を
も

打
め
ぐ
り
見
る
内
‘
と
あ
る
薮
陰
に
射
手
・
の
者
と
売
し
く
て
、
兵
士

数
人
か
く
れ
居
た
り
。
あ
は
や
と
訟
も
ひ
立
蹄
り
、
伯
父
の
衣
郎
左

衛
門
を
起
す
と
い
へ
共
、
能
く
泥
酔
し
け
る
に
よ
り
、
主
水
は
姻
を

飛
越
え
道
を
尋
ね

τ、
ゃ
う
/
¥
に
訟
の
が
石
浦
抱
へ
逃
げ
か
へ
り

け
り
。
松
聞
は
さ
す
が
の
勇
力
強
勢
の
剛
絡
な
り
し
か
ど
、
泥
酔
し

た
り
け
れ
ば
や
す
/
¥
と
討
た
れ
‘
郎
従
・
手
の
者
共
必
死
と
働
き

け
り
と
い
へ
ど
も
、
多
勢
に
無
勢
難
v
叶
悉
く
討
死
す
。
松
闘
が
馬
捕

三
右
衛
門
と
云
ふ
者
は
、
敵
笠
人
討
取
り
て
深
手
も
負
は
ざ
り
し
か

ば
.
主
人
松
田
次
郎
左
衛
門
が
衆
馬
に
打
乗
り
て
、
飛
ぶ
が
如
く
駈

由
云
ひ
停
ふ
れ
ど
も
、
共
の
地
知
り
が
た
し
。
と
い
へ
り
。
平
次
按

宇
る
に
‘
右
の
震
輔
・
成
宮
は
‘
大
系
聞
に
は
右
浦
五
郎
な
E
L
b

り
て
、
石
浦
氏
と
は
異
也
。

O
山
本
若
狭
守
家
墓
偉

間
民
家
泉
踏
に
云
ふ
。
上
州
七
日
市
藩
元
組
前
回
大
和
守
利
孝
生
母
於

古
和
方
，
加
州
石
浦
城
主
山
本
若
狭
守
女
也
.
奉
=
仕
子
高
徳
公
刊
文
総

三
年
生
昌
利
孝
君
於
金
津
城
↓
ー
高
徳
公
菟
後
薙
髪
稀
a
妙
漣
尼
刊
と
。
按

宇
る
に
‘
山
本
若
狭
は
本
願
寺
一
挨
賊
魁
の
一
人
民

τ、
天
涯
四
年

八
月
賦
勝
連
名
に
て
、
本
願
寺
刑
部
卿
法
眼
へ
の
披
鐸
放
に
山
本
若

狭
守
家
欝
の
名
を
載
せ
た
り
。
披
餓
放
の
金
文
は
.
傘
一
府
城
滋
筋

の
僚
に
出
せ
り
。

按
宇
る
に
、
石
浦
柴
は
、
そ
の
さ
き
石
浦
主
水
居
り
し
か
ど
、
洲
崎

兵
庫
が
鋳
に
落
城
せ
し
を
‘
天
正
の
頃
に
至
り
て
山
本
若
狭
彼
の
鐙

跡
を
修
治
し
‘
更
に
此
の
嬰
容
に
掠
り
て
尾
山
本
源
寺
の
守
離
と
成

り
、
本
願
寺
の
下
知
に
随
ひ
、
此
の
地
謹
を
抑
領
し

τ
一
授
の
首
魁

と
・
な
り
居
し
か
ど
、
天
京
八
年
間
三
月
柴
田
勝
家
・
佐
久
間
盛
政
加

賀
閣
へ
討
入
り
‘
尾
山
城
以
下
所
々
の
要
寄
共
を
務
却
せ
し
め
‘
賊

魁
共
を
悉
く
討
取
り
け
る
頃
、
石
浦
鎗
も
滋
却
し
て
、
山
本
若
狭
な




